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　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．適正な利用により洗浄剤の削減に努めます。

６ ．環境に配慮した遊技環境と遊技台をお客様にお届けします。

７ ．その他に代表者が経営上取り組みたい活動を記載する。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　　　　　　　　　　　　

環 境 経 営 方 針

　当社ではお客様の遊技貸し玉をユニセフを通して災害で被害にあわれた地域に寄付を行ってます。ま
た共助キャンペーンをやることによって、助け合いの精神を忘れないように、関心を持っていただき当社
とお客様と共に社会問題の解決に少しでも取り組んでます。ＳＤＧｓへの取り組みとして、住み続けられ
るまちづくりとして地域の清掃活動や地域のお祭りへの参加など、地域活動の応援など積極的に推進
しております。また、パチンコ店のＳＤＧｓチャレンジとして、取引先と環境保全勉強会の開催を行ってい
ます。皆さまと共に持続可能な開発目標に取り組み持続可能社会への貢献を計っていきます。本業で
ある遊技業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みま
す。お客様に喜んでいただける憩いの場として、効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供すること
が当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

制定日： 2022年6月1日

　

代表取締役社長 野口 賀蔵

地域社会に必要とされる遊べる憩いの場的なホール作りを目標とし、地域環境保全と持続

可能社会への貢献について社員とともに意見を出し合い、考え抜き、業界の発展に貢献し

ていきます。
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（１） 名称及び代表者名
有限会社　野口商事
代表取締役社長　野口 賀蔵

（２） 所在地
本　社 大阪府豊中市蛍池中町２丁目４番１５号
蛍池店 大阪府豊中市蛍池中町２丁目４番１５号
豊中店 大阪府豊中市玉井町１丁目２番３号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 野口 賀蔵　 TEL：０６－６８３４－８８５３

担当者 野口 賀蔵 　

（４） 事業内容

遊技業および不動産管理

（５） 事業の規模

売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 7 月 1 日 ～ 6 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社　野口商事
対象事業所： 本　社

蛍池店

豊中店

活動： 遊技業および不動産管理

□事業の紹介

組 織 の 概 要

91745
本　社 蛍池店 豊中店 合計

4 12 12 28名
103 216 280 599㎡

創業以来、私たち(有)野口商事は、大阪府豊中市の地で遊技業を営み続けています。

1964年の58年前に豊中市蛍池の地においてぱちんこ遊技業をはじめて、1975年までにパチンコ

遊技場を三店舗、まーじゃん遊技場を一店舗を経営するようになり、1977年に現在の(有)野口商

事を設立して、現在ではパチンコ店を辞めた後の場所をテナントとして活用し不動産管理も

行っております。現在ではパチンコ店を2店舗と不動産管理をメインに事業をおこなっておりま

す。

豊中店蛍池店
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更新日：

・ 環境経営方針の策定・見直し
・ 必要な経営資源を準備
・ 全体の評価と見直し
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの承認
・ 環境経営システムの構築、実施、管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・ 環境経営計画書承認及び環境経営レポートの確認
・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告
・ 緊急事態対応試行訓練の実施・記録
・ 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・ 環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・ 環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・ 環境活動の実施集計
・ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成及び最新版の管理
・ 環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・ 環境経営レポートの作成、公開
・ 自部門における環境経営方針の周知
・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・ 自部門に関する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・ 自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・ 自部門の問題点の発見、是正、予防措置の実施
・ 環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
・ 決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動への参加

環境経営組織及び役割・責任・権限
2022年10月31日

代表者

社長 野口賀蔵 

環境管理 責任者

 野口賀蔵 
環境事務局

絹川

環境委員会

濱田 ・ 永島

役割・責任・権限

代表者（社長）

環境管理責任者
（環境委員会で審議

する）

環境事務局

環境委員会

全従業員

事務部 営業部 蛍池店 豊中店 テナント事業

部

全従業員
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単位
kg-CO2

ｋｇ
台

㎥
※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
※2022年度のデータは7月から10月まで

※2021年度は関西電力(A0272)R4.7.14 調整後排出ガス係数0.311を使用

※2022年度は中国電力(A0273)R4.7.14 調整後排出ガス係数0.521を使用

✕
✕

✕

✕

✕
✕
✕

✕
〇

✕
○

〇
〇

主な環境負荷の実績
項　目 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 124,157 49,255

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 1,200 400

　産業廃棄物排出量 2,500 0

水使用量 1,200 360

0.311

関西電力(基準値)

環境経営目標及びその実績

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年
評
価

2023年 2024年
上段： 通期
下段： 10月末まで

（基準年) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 123,353 122,120 120,886

基準年度比 2021年 99% 109% 98%
44,924 44,475 48,862

97%

電力による二酸化炭素
削減

119,653

kg-CO2 804 796 788

基準年度比 2021年 99% 180% 98%
218 216 393

97%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 45,142 44,691 49,255 121,674 120,432

自動車燃料による二酸
化炭素削減

780

一般廃棄物の削減
kg 1,200 1,188 1,176

基準年度比 2021年 98% 100%

1,164
400 396 400

98% 97%
産業廃棄物の削減 kg 2,500 2,475 2,450 2,425

832 824 0
基準年度比 2021年 99% 0% 0.98 97%

水道水の削減 ㎥ 1,200 1,188 1,176 1,164
取組期間㎥ 400
基準年度比 2021年 99% 90% 98% 97%

基準年度比 2021年 99% 94%

396 360

844
285 282 267

kg 870 861

98% 97%
環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

行動目標（次項による）

洗浄剤使用量削減 853
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組計画
数値目標 ✕ ・コロナ禍での利用者減少に伴って売上高が基準年より4.1%減少(311,205千

円⇒298,308千円)したにも拘わらず、パチンコ店の営業稼働時間増や付加
価値遊技機導入等により、総量は8.8%増(44,924kg-CO2⇒48,862kg-CO2)と
なり、その結果、対売上比では、基準年より、13.9%の悪化(0.144kg-CO2/千
円⇒(0.164kg-CO2/千円)となっており、業務効率が悪く目標達成できなかっ
た。
・空調温度の適正化に取り組み定着できたがノー残業デーはほとんど浸透
していなく業務効率化の推進が課題であり、本年度は改善活動を推進し、少
しでも効率アップに繋げられるよう努力すること。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

・不要照明の消灯 △

・働き方見直しによる残業時間の短縮 ×

・事務室、店舗などの不必要時の消灯 ○

・屋上緑化 ×

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
39,407 39,134 29,631 36,279 28,792 31,098 42,142 30,841 31,195 31,195 31,986 28,757
40,298 43,705 38,473 34,637

※ 取組み期間は7月～10月

0

20,000

40,000

60,000

7月 8月 9月 10

月

11

月

12

月
1月 2月 3月 4月 5月 6月

電力（kWh） 2021年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

2021年

2022年

産業廃棄物の削減

2021年

2022年

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組計画
数値目標 ✕ エコドライブ講習を動画講習を行い、運転を行ってもらっているので、エコドラ

イブの知識は増えたが、昨年対比がコロナ禍で車を使うことが少なく行動制
限がされなくなった今年は、達成出来なかったが、通常生活に戻った後の成
果と見比べて結果を出すように努めます。

・エコドライブの浸透 ○
・効率的なルートで配送 ○
・エリア別営業活動の見直し △

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
27 27 20 20 38 20 26 25 49 19 38 38
32 38 50 49

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組計画
数値目標 ✕ 目標は若干の未達となったが、裏紙を探すほどに裏紙用紙の徹底がされて

いる。
今後も引き続き廃棄物削減に取組みたい。

・分別の徹底 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 △
・梱包材の再利用 △
・持込ごみの見直し △

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
100 100 100 100

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組計画
数値目標 〇 遊技機にはプラスチック類も使われているが、この4ケ月の廃棄台は

保管しており、業者への委託排出が発生しなかった為目標達成。・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・素材別ボックスの設置 ○
・リサイクル業者の開拓 ○

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
208 208 208 208 208 208 208 208 208 208 208 212

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

50

100

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

200

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

一般廃棄物（kg）
2021年 2022年

0
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200

250

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

産業廃棄物（kg） 2021年 2022年
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水道水の削減

2021年

2022年

洗浄剤使用量削減

環境に配慮した遊技機と旧遊技機の交換

取組紹介欄

2021年

2022年

＜蛍池店＞
環境に目を向けて、働いてる自分たちで出来る事が無いかを考える機会を作った。

ゴミの排出量をサービス低下でお客様に無理をかけない事で、私たちの事業への取り組みを観てファンになって
もらえる機会を探す事に取り組みました。

＜豊中店＞
環境に目を向けて、働いてる自分たちで出来る事が無いかを考える機会を作った。
ゴミの排出量をサービス低下でお客様に無理をかけない事で、私たちの事業への取り組みを観てファンになって
もらえる機会を探す事に取り組みました。

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組計画
数値目標 ○ 今年度は目標値を達成した。次年度も節水の啓発推進を行います。
・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・自動水栓取り付け ○
・節水の励行 △
・

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100
90 90 90 90

達成状況 取組結果とその評価、本年度の取組計画
数値目標 〇 洗浄剤(PRTR非該当物質）の適正管理。

現状の購入品における環境対象品の割合調査の実施を推進する。・洗浄剤の表示の徹底 ○
・容器の蓋の徹底 ○
・作業ミスによる使用量増加の抑制 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・持続可能な原材料の採用 △ 今年は基準値などを決める年として変更遊技台数を計上するのみとなった。

遊技機にはプラスチック類も使われていることから、廃棄台をただリサイクル
業者に渡すだけで終わらずに営業面も兼ね備えた形で、遊技台の環境問題
に配慮した目標を今後設定していきたい。

・ロングセラー遊技台（製品）への育成（販売） ○
・修理など遊技台の法令に抵触しない程度の ○
・製品・情報の公開 △

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
13 16 14 15 15 32 18 11 12 11 9 8
8 9 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0

各事業所の取組紹介

0

100

200

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

50

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

環境配慮遊技機への交換 2021年 2022年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物及び産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス等）の適正処理
下水道法 除害施設の設置
消防法（消防設備） 消防設備の設置、防火管理者の設置
フロン排出抑制法 業務用空調機・冷蔵庫の設置
家電リサイクル法 テレビ・冷蔵庫・エアコンの廃棄時の適正処理
顧客要求事項 環境管理、品質管理　

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。 外部からの環境上の苦情・要請等もありませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　確認日：2022年10月31日

緊急事態対応の試行・訓練

2022/9/5 本社

全従業員

・店舗での火災を想定しての訓練。

・声を掛け合い迅速、的確に行動できた。
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実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記

代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年11月30日

これまでの環境活動の紹介

豊中の祭りに参加、環境保全環境を考える。

はじめて、エコアクション21へのチャレンジをしようと考えたのは、コロナ禍でサービス

業が業績を落としている中で、何か私たちに足りない事を考える事から今後の企業価値を

高める事の視野を広げれるでは無いかと考えて取り組みました。取り組みを始めると売り

上げと相対して時間的手間とコストが重なる取り組みが増える懸念はありましたが、取り

組む事で世間にもさらに認められる会社を考える機会となりましたので引き続き取り組ん

でいきます。

本格的に取組開始した７月以降では、コロナ禍からのニューノーマルなウィズコロナの考えから

来店される方が増える事によって電力の使用量は増加してしまったので、今後の取り組みで改善

できるものを探します。カーボンニュートラルやSDGｓへの取組が社会的課題となっていること

を踏まえ、エコアクション21を活用して、これらの課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。
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